






1.急性非リンパ性白血病(ANLL)の FAB 分類に関する検討 

昭和 58 年度から総計 114 症例の血液塗抹標本を,6名の判定者が同時に検鏡し,FAB 分類に

関する検討を行ってきた。 

1)この検討会を通じ,判定者 6名の診断は大多数例において一致するようになった。 

2)細胞の形態のみで,M2-M4-M5 を正確に鑑別するのは困難なことが多かった。したがって,

非特異的ニステラーゼ(NSE)の所見が重要であり,使用した基質と陽性細胞のパーセント,

および NaF により阻害された細胞のパーセントを記載すべきものと思われた。今後 ANLL

では,ペルオキシダーゼ反応とともに,NES の二重染色と NaF 阻害試験がルチーンに行われ

ることが望まれる。 

3)急性リンパ性白血病(ALL)の中に NSE(butyrate,acetate)が陽性のものが 1例あった。こ

の所見は Yourno らも記載している 1)。M4 と M5では NSE はびまん性陽性で NaF に阻害され

るが,ALL では穎粒状陽性で NaF に阻害されないことより,両者の鑑別は可能と思われる。 

4)今回の検討から,FAB 分類の各病型における構成細胞の数的評価を行ってみた(図 1)。こ

のような数的評価は,FAB 分類をより普遍的なものにする試みであり,今後さらに多数の症

例につき検討していきたい。 

5)標本提供者の診断とわれわれ判定者のそれが一致しないことがしばしばあり,今後多く

の先生達と FAB 分類に関して意見を交換していくことが必要であろう。 


